

















































3. 5ケ月時のマッサージ群、対照群の児の睡眠覚醒リズムは、 3ケ月時に比べて促されていたが、 2
群間で差はなかった。 5ケ月時のマッサージ群の母親の精神健康度は、 POMS 「怒り一敵意」の1
尺度のみ有意に低下した(p=O.Ol)。
【考察】
マッサージを受ける脚ことって、マッサージを実施する母親にとって、マッサージの快刺激を自律_
神経活動から明らかにすることはできなかった。しかし、不快刺激を与えるほどのものでもないこと
が示唆された。一方、 1ケ月間マッサージをすることで、育児に対する母親の精神健康状態は安定し
たことから、ベビーマッサージは母親の精神健康度を上昇させることが示唆された。このことから、
児とふれあうベビーマッサージは、児への愛着を増加させ、母子相互作用が促されることにつながる
と考える。また、母親が児を抱くことは、母親自身に快刺激をもたらすことが明らかになった。母親
は児を抱くことで、児-の愛着が増し、母子相互作用が促されると考える。
由括】
ベビーマッサージの効果を自律神経活動から明らかにすることはできなかったが、マッサージ中の
児の反応を通して、母親の精神健康度は上昇した。よって、ベビーマッサージは母子相互作用を促す
育児支援の1つとして、提供できると考える。
(備考) 1.研究の目的・方法・結果・考察・総括の堰に記載すること(1200字程度)
2. ※印の欄には記入しないこと。
